
栗東市男女共同参画プラン第7版（仮）の概要
計画の基本的な考え方

「男女共同参画社会基本法」に基づく市町村男女共同参画計画
「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」
に基づく市町村推進計画
「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（DV防止
法）」に基づく市町村基本計画
「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づく市町村基本計
画

2 プランの位置づけと役割

1 計画策定の趣旨

社会経済情勢の変化等を踏まえつつ、関係施策を総合的かつ効果的に展開
し、男女共同参画社会の実現をめざす。

2026（令和8）年度～2030（令和12）年度

3 計画期間

策定の背景

1 子育て世代の転出超過が発生
子育て世代の転出超過がすすむと、地域の担い手不足による地域コミュニティの希薄
化、生産年齢人口の減少に伴う労働力不足、地域経済の縮小、公共サービスの維持が
難しくなるなどの影響が懸念される。

2 女性の労働力率（M字カーブ）の窪みが深い
子育て世代の転出超過がすすむと、地域の担い手不足による地域結婚や妊娠・出産の
多い年代の女性の就業率が全国平均、滋賀県平均に比べ大きく落ち込んでいる。

3 固定的な性別役割分担意識が残っている
「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識が残っている傾向がある。

4 DV解消にむけた取組の継続が必要
本市でのDV相談対応件数は増加傾向にある。

プランの理念・目標・施策体系

資料４


